
Logger32の設定方法について 

                

 

１．BGARTC にて初期設定を行い、最後に「I0（アイ・ゼロ）」のデータ送信を行う。 

 

２．BGARTC を終了する。 

３．Logger32を立ち上げる 

 



４．Viewメニューの Show Tracking Windowをクリックする。 

 

 

５．別のWindowが開くので、その中の DX Spotsをクリックする。 

 

 

 

 

 

 



６．画面の中を右クリックして下から 2行目のMap Projectionを選び Azimuthal・・・をクリックする。 

 

 

７．上部メニューの Setup をクリックし Rotatorをクリックする。 

 



 

画面の内容で１台目のローテーターの設定を行う。ローテーターの機種は YaesuGS232Bを選択する。 

BGARTCで使用した COMポートと同じポート番号にする。ローテーターが２台以上ある場合は番号だ

けを変更して#2,#3にして他は同じ設定で保存していく。その場合は COMポートの番号も合わせて設定

する。その他は初期設定のままにする。設定した後に画面左下の Applyを必ずクリックすること 

 

８．Main Menuに戻って Toolsの中の Setup Bands & Modesをクリックする。 

 

 

 



９．画面の右側にある Rotor#の欄に該当する Band のローテーター番号を入力する。１台の場合は全て

１を入力する。２台以上の場合は該当する Bandごとに設定したローテーター番号を入力する。 

  設定した後に画面左下の Applyを必ずクリックすること。 

 

 

 

 

 

 

１０．一番下側のステータスバーの中の Rotor 1を右クリックして Open portをクリックすると表示が

赤から青に変わる。

 



１１．DX Spot mapにローテーター指示方向が表示される。 

 

 

 

 

１２．Callを入力して CTRL+A を押すとショートパスに、ALT+A を押すとロングパスに 

自動的にローテーターが回転して停止する。また DX Spot mapの所にカーソルを持って行って 

左クリックするとショートパスに、右クリックするとロングパス方向に回転して停止する。 

 


